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研究報告 
 
 平成29年度は平成28年度から引き続き腸管における病原性真菌の定着および感染に

おける腸内細菌および腸管免疫細胞の役割について解析を試みた。昨年度までに野生型

C57BL/6マウスに抗生物質処理後にC. albicansを経口投与すると、C. albicansが糞便

中に継続的に検出されることを見出した。今年度は抗生物質処理したマウスにおける

C. albicansの定着について詳細を解析した。まず抗生物質処理およびC. albicansを経

口投与したマウスの各消化管内容物を調べたところ、胃、小腸、盲腸、大腸のいずれに

おいても多数のC. albicansが検出された。このことから、抗生物質処理を行いdysbiosis
となったマウスでは、C. albicansが消化管内に定着できることが示唆される。さらに、

他のマウス系統であるBALB/cマウスでも同様の結果が得られたことから、マウス系統

間で共通の腸内細菌が、C. albicansが消化管内に定着を制御していることが示唆され

る。次に、どのような腸内細菌がC. albicansの定着を制御するかを解析するため、抗生

物質処理を行ったマウスの糞便から細菌DNAを抽出し、次世代シークエンサーや定量

的PCRを用いて腸内細菌叢を解析したところ、Clostridium属細菌やBacteroides属細菌

の割合および菌数が減少していることを見出した。これらの結果から、Clostridium属

細菌やBacteroides属細菌がC. albicansの腸管への定着を制御していることが示唆され

た。 
さらに本年度は、種々の免疫細胞を欠損したマウスを用いて C. albicans の腸管への

定着を観察した。その結果、T 細胞や B 細胞を欠損した Rag マウスでは野生型マウス

と同様に C. albicans の腸管の定着に抵抗性を示したことから、これまで C. albicans
の免疫応答に関わるとされてきた Th17 細胞は腸管における C. albicans の定着には関

与しないことが示された。 

 


